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 Ⅴ．特記事項 

 

1．附属こども園との連携・協働 

 平成 31(2019)年度に開園した幼保連携型認定こども園「中国学園大学・中国短期大学附属た

ねのくにこども園」が、附属園という特色を生かすために、本学との連携・協働事業を多様に

行っている。その際、保育士・幼稚園教諭の養成を行っている子ども学部だけではなく、全学

部が連携・協働事業に参画している点が特色である。 

 附属こども園との連携・協働事業は以下のように実施されている。 

①大学の教育活動への附属こども園の連携・協働 

 子ども学部では、授業科目である「教育実習」「保育実習」「幼稚園教育実習研究」等を附属

こども園で実施することで、実習指導を連携・協働して実施できている。また、授業科目や卒

業研究の成果を附属こども園で子どもたちに発表したり検証したりしている。 

令和 4(2022)年度は、例えば、教育実践学ゼミが独自に開発した教材を持って毎月園を訪問

し、学生たちがそれを使って保育し、幼児音楽ゼミの学生によるミニミュージカルを附属こど

も園の子どもたちに上演した。 

②附属こども園の教育・保育・研究への大学の連携・協働 

 附属こども園の教育・保育活動に対して、定期的に大学の教員・学生が参画している。 

子ども学部が遊びや絵本、リトミックなどの活動を子どもたちと取り組むのはもちろんのこ

と、現代生活学部は附属こども園の一角にある菜園での野菜の栽培や収穫を子どもたちと一緒

に行い、国際教養学部は子どもたちとの英語活動を定期的に行っている。 

令和 4(2022)年度の園内研究に本学教員が参画し、その成果を『「面白い」「やってみたい」

と心弾ませる子どもを目指して』（ASOBI 書房）として出版した。 

③附属こども園の子育て支援事業への大学の連携・協働 

 認定こども園は子育て支援事業を実施しなければならないこととなっており、その事業の一

つとして実施されている、地域に開放された子育てに関する講座である「子育て支援講座」に

大学の教員が参画している。令和 4(2022)年度は、大学の教員が４回担当した。 

・6 月 28 日「子どもに育てたい非認知的な力」副学長：住野好久 

・8 月 23 日「親子のおとあそび」子ども学部：尾潟千咲 

・10 月 28 日「バイリンガルの子供になろう」国際教養学部：森年ポール 

・11 月 21 日「小学校入学までに大切にしたいこと」現代生活学部：森寺勝之 

 

2．全学部対象の海外語学研修・留学支援 

 本学は、語学教育センター・国際教養学部・国際交流員会が連携を取り、積極的に海外の大

学との協定を結び、留学生の派遣及び受入れを行っている。国際教養学部では科目「セメスタ

ー留学」が開講されており、3～6 か月の留学が終了すれば、専門教育科目として 12 単位認定

している。全学部の学生を対象とした 3 週間の海外語学研修として、令和 5(2023)年度より国

際教養学部他学部開放科目「夏季語学研修」「春季語学研修」が開講され、所定の条件を満たし

修了すれば、国際教養学部は専門科目として、他学部は教養教育科目の単位として２単位認定

することになっている。 

近年はコロナ禍のため実施できていなかったが、令和 5(2023)年度より再開することとなっ

ている。 


